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　1）】3・A・Ho朋朋K編（1974）：「HpHMeHeHHeMaTeMaTHHecKHxMeTo八oBBHccπe八oBaHHH

pacce冊HHx　KoMnoHeHToB　oca八oqHux　nopo八（堆積岩の分散元素成分研究への数学的方法の適用）」，

カザン大学出版所，カザン，119p．，22×15cm（露文）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　目　　次

B・A・Ho朋HHH＝数学的処理を目的とした中生代団塊燐灰土の組織一構造分類（表4，参11）p．3－13

A，H。丑H双eHKO：ウリヤノフスクーサラトフ凹地北端地区中生層中の燐分布に対する構造要素の影響

　（図6，表24，参31）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　p．14－51
A．F，HH3aMyT八HHoB：堆積過程における地球化学的元素濃集特性の指標としての微量元素分布函数

　（図6，表7，参11）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　p．52－73
A・14・BaXTHH：分散ハP一中の元素分布に対する堆積相要素と層位要素の影響について（表6，参

　3）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　P．74－79
B・F・H30TOB：ビャーツク＝カマ帯含銅堆積物堆積相関係の数学的モデル化の試み（図2，表2，参

　18）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　P．80－97
B・F・H30TOB＝分散銅含有率分布律に対するピャーツク＝カマ帯カザン層堆積条件の影響について（図

　1，表1，参23）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　P．98－110
K）・A・OrypuOB，8雄1・：カマ河下流地域イリーチェフ砂利鉱床鉱層を構成する砂と礫の関係について

　（図1，表1，参9）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　p．111－114
r。F，AXMaHOB，6診α1．＝含水晶石英脈の探査に適した構造解明間題と関連する南ウラル古生代炭質岩

　分布についての問題によせて（参4）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　p．115－118

　2）　A・A・KoHoHiπ只H眼eB，C・巡・CeMeKoB（1974）：　「HporHo3H　KapTHpoBaHHe　pe》KHMa　rpyHToBblx

Bo八（地下水賦存条件の予測と図化）」，ネードラ出版所，モスクワ，214p・，図52，表15，参97，22

×15cm（露文）ンUDC：556．3

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　目

第1章　地下水賦存条件の成因的規則性

　　　1。　研究の現状
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　広域規則性

　局地規則性

　河谷部にみられる地下水賦存条件の規則性

　水理地質学的予測と情報の組み立てに必要な地下水位の季節変動と長年変動の規則性の意義

地下水位変動の確率一統計的規則性

　地下水位変動の研究，課題，統計計算法概説

　地下水位変動の研究と計算への数理統計法と確率論適用の原理的可能性

　地下水位とその変動幅の統計分布タイプ

　地下水位とその変動幅の統計分布数理モデル

　統計分布モデルの水理地質学的根拠

　実験曲線と理想曲線の一致と組み立て法の評価

広域予測図化と予測組み立ての基礎としての地下水賦存条件の同期性の研究
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地下水賦存条件同期性の研究の現状と課題

　地下水賦存条件同期性の研究法

　地下水の多年賦存条件の同期性指標によるヨーロッパーソ連の区分

地下水賦存条件予測への課題と要求

　ソ連における地下水賦存条件予測事業の発展史，方法の選択，機関

　地下水賦存条件予測の分類と予測への要求の分類

　地下水賦存条件の系統的予測法

　地下水賦存条件予測法の質的評価と正当性

地下水位条件予測法

　流体力学的予測法

　統計確率論的予測法

　観察データの調和級数解析にもとづく予測法

　地下水バランス公式を適用した予測

　類推法

地下水の季節的賦存条件予測法適用性の研究と正当性の解析

　夏一秋期における最小地下水位の予測

　冬一初春期における最小地下水位の予測

　春一夏期における最大地下水位の予測

小縮尺での地下水位情報の図化と地下水位条件の予測

　地下水賦存条件図化の研究の現状と課題

　季節的な地下水賦存条件の特徴による地帯区分図

　相対的指標としての地下水賦存条件図

　地下水位変差図

統計的地下水賦存条件図

　図の使命と縮尺

　確率一統計的地下水位深度図

　確率一統計的地下水位変差図

　確率一統計的地下水滲透酒養・蒸発図編纂の可能性

　確率一統計的春季地下水位上昇日数図

短期間観測値の長期間転換法，観測値欠落の復原法，地下水の天然賦存条件再現法

　短期間観測の長期聞転換

　短期間地下水賦存条件観測の延長と少観測点による予測の組み立て

まとめ

　3）　K）．Bl．　KoMapoB　（1972）：　「赫e3030茸cKH負　BHereocaHK，πHaJlbHbl且　MarMaTK3M　3a∬a双Horo

3e6a甑a肪∬（ザバイカル地方西部の中生代外地向斜性マグマ作用）」，ナウカ出版所シベリア支所，ノ

ボシビルスク，156p．，図31，表7，付録1，参207，26×17cm（露文），UDC：552。3（571。54）＋551．76

（571．54）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　目　　次

第1章中生界層序とマグマ活動図式の概括

　　　層序　　マグマ活動図式

第2章中生代の外地向斜性マグマ岩系

　　　岩石化学的構成法　　中生代前期構造階のマグマ岩系　　中生代後期構造階のマグマ岩系

第3章造山変動史

　　　中生代前期　　中生代後期
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第4章　外地向斜性（中生代）マグマ作用と地向斜性（カレドニア前期）マグマ作用の比較

　　　優地向斜帯先逆転期マグマ岩系　　地向斜発展造山期のマグマ岩系

第5章ザバイカル地方西部の外地向斜1生マグマ作用一自造山変動の反映

第6章造山変動区の外地向斜性マグマ作用

まとめ　ザバイカル地方西部中生代マグマ岩の平均化学成分

付録

　4）　C，（⊃．CHeroBcKo最（1974）：　「HccJle江oBaHH兄瓢OB　H　TeKToHHKa　K）》KHo藍uacTH　OxoTcKoro

MopH　H　HpH五era田皿e茸oKpaHHH　THxoro　oKeaHa（オホーック海南部と隣接太平洋縁部の反射波法に

よる研究と構造地質）」，ナウカ出版所シベリア支所，ノボシビルスク，88p．，図36，表6，参136，26

×17cm（露文），UDC：550。834：550．311

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　目　　次

当該地域の堆積層構造と地質発達史に関する現在の概念

　地殼上部の物理的性質と構成　　地形と堆積過程　　隣接陸域の地質

反射地震波研究法

　実験研究　　反射地震波の比較特性　　測定法と精度　　　　　　、

波動場の特徴

　地震記象に記録された地震波のタイプ　　反射波記象の特徴

探査水域地殼上部の構造と速度特性

　反射地震波データによる地質コンプレックスの分類原則　　南オホーツク深海盆　　千島列島弧

地震記象データの地質学的解釈

　地震波境界層面と2・3の地質発達特性　　石油・天然ガス胚胎地域の展望に関する間題によせて

まとめ

　5）　ウズベク共和科学アカデミー編（1974）：「巫eTa朋oreHHH　H　reoxHMHH　y36eKHcTaHa（ウズベ

ク共和国のメタロジェニーと地球化学）」，ファン出版所，タシュケント，188p，，22×15cm（露文）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　目　　次

Φ・H・Bo」IbΦcoH：　ドミトリー　イヴァノヴィッチ　シチェルバコフ　　　　　　　　　P・3－11

H．X．B説MyxaMe八oB，6オα1．：ギサール山脈南西部における貫入岩群と熱水鉱化作用の空間的関係の

　2・3の問題（図2，参8）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　p．11－18

B．H。rIoHoB，66α1。：フェルガナー地方のアルプス期水銀鉱床（参7）　　　　　　　　P・18－23

A，H．HonoB，A．A、nonoBa：中央アジアのアルプス期鉱床生成作用について（参11）　p．23－27

Φ。H。Bo島ΦcoH，B．B．ApxaHre凸cKaH二遠熱水鉛一亜鉛鉱床の分類と地質特性（表1，参12）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　p．27－40

K。几Ba6aeB：錫鉱床の成因的分類（表1，参13）　　　　　　　　　　　p。40－47

A。H。HaK：砂一粘土層風化殻中のウラン鉱床の後生累帯と成因（図1，参9）　　　　p．48－53

CT。B財飢oB，A，C．noBapeHHHx：硫砒鉄鉱の微量成分（表1，参12）　　　　　p．53－56

B。A．Ha3双3ePCK四：　コクパタス鉱床田ユージュノエ金・硫化物鉱床における金鉱化位置の規則性

　（図2，表2，参5）　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　p．57－61
B．A，XopBaT，6厩1、：ウズベク地方西部チャルミタン鉱床周辺の交代岩（図2，表3，参13）p．61－68

Jl．A．HHKo濾eBa，P。n．BaA朋oBa：予測・探査・評価作業に際しての金のタイポモーフの研究（参

　15）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　P．69－73
B．H。KyceBHq，H．A，HKKHΦopoB：キルギス地方水銀鉱床における表成変質（図1，表6）p，73－77

E，3．瓢eulaHHHoB，r．C．瓢e取aHHHoBa：ウズベク共和国アルマルィク区アクトゥルラク金鉱床周辺

　交代岩の特徴（図1，表2，参9）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　p．78－83
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n．B。naHKpaTbeB，K）。B．皿Hxa勘oBa：デクレピテーション資料にもとづくウズベク地方南部多金

　属鉱床生成作用の温度条件（図1，表1，参5）　　　　　　　　　　　　　　　　　　p．83－87

14．瓢．HcaMyxaMeAoB，巫，X．Ka八blpoB；天山山脈西方オクラミンスキー山脈中部のC2－T1火山岩

　の副成鉱物について（表6，参12）　　　　　　　　　　　　　　　p．88－95
巫．P．EHHKeeB：タジク共和国アルトィンートプカン鉱床生成域の灰重石鉱化作用の成因タイプ

　（参4）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　P・95－97

A．K．BopOHKOB，6砲1。：中部クィズィルクム地方原生代赤色岩の鉱物学的一地球化学的特徴（図2，

　参5）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　P・97－101
∬．H．KoT朋peBcK曲：貫入岩の帯磁性と珪酸含有率との相関性（図2，表1・参6）　P・101－105

双・〈圧・CypryTaHOBa：カラクチャタウ山ランドヴェリ川上流のブラト・ブラク周期的堆積層の相特性

　（図4，参7）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　P・105－109
P．瓢．Ta五KHoB，6砲1．：マルマルィク区での生物地球化学的研究の結果（表1）　　　　p・109－113

E。H。oK獅oB：稀少金属ペグマタイトとアソチモン鉱化作用の関係について（図1，表1）p，113－115

B．B．Bac四eBcK雌，A．Typece6eKoB：アルマルィク地区カラハン多金属鉱床主要構成元素の地球化

　学的研究によせて（表3，参4）　　　　　　　　　　　　　　　　p。116－119
B．B。皿yBa菰OB：稀少金属グライゼソ鉱床生成作用中での交代過程の役割について（表3，参8）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　P。119－123

C．只。K刀eMHePT，6砲1。：キルギス共和国アンダグル鉱床の輝蒼鉛鉱鉱化作用について（図1，表5）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　p．　123－127

双．C．KaHa皿　ウズベク共和国ナウガルザン川・カンドィル川間地域粗面安山岩一石英安山岩岩系の

　地球化学的特徴（表1，参8）　　　　　　　　　　　　　　　　　p。127－130

A．A．Koみ八aeB，6厩1。：西ウズベク地方ベリタウ地区はんれい岩類風化殻産のバイデライト（図2，

　参5）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　P・130－133
A．B。HoKpoBcK翅：古生代変動帯中の変成源鉱床生成作用の幾つかの特徴（表2，参16）p・133－141

H．巫。ro五〇BaHoB，A．只，Fa八aeB：ウズベク共和国チャトカル＝クラミンスキー山群アルマルィクおよ

　びテケリー閃長岩一閃緑岩貫入岩の金属成分と造岩成分（表5，参9）　　　　　p．141－148

P．A。温ycHH，IH。Cy丑TaHMypaToB＝中部天山地方フェルガナーコクラミン〆スキー帯の水銀とアンチモ

　ンの鉱徴条件について（参21）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　p．148－154

瓢．H．HCMaHπOB：ウズベク共和国の2・3のスカルン鉱床の共生輝石・ざくろ石（図3，表2，参7）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　P．154－158

班．C・K四yKOBa，66α1・：カラチューベ山群マグマ分化岩脈と後マグマ性生成体の分布規則性（図4・

　表1，参9）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　P・159－167
H．瓢。AHKy双oBHH，A。H．PoceeBa：ウズベク共和国クラミンスキー亜帯交代岩中の金の分布につい

　て（図2，表1，参4）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　p．167－172
A．E．AHTOHOB：チャトカルークラミンスキー山群構造要素の1重要タイプについて（図2，参8）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　p．　173－177

　6）　A。髄。八y八＆peB（1975）；　「AHa∬H3reoπoro・ΦH3四ecKKx　yc五〇BH負9HAoreHHoro　py八oo6pa・

30BaHHH（内因性鉱床の地質学的一物理学的生成条件の解析）」，ナウカ出版所シベリア支所，ノボシビ

ルスク，179p．，図31，表68，参278，26×17cm（露文），UDC：552，1＝55L2＝553

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　目　　次

第1章　岩石物理学的研究と熱物理学的研究の現状

　　　熱量移動の研究

　　　岩石の熱的性質の研究

　　　熱量交換に関する研究と内因性地質学の概括
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第2章　研究法

　　　質量容量の性質

　　　岩石の熱的特性

　　　結果の処理と解析

第3章内因性過程における岩石の物理的性質の変化

　　　広域変成作用と変成源花闘岩化作用時における岩石の物理的性質

　　　接触変成作用域の岩石の物理的性質

　　　後マグマ作用過程における岩石の物理的性質の進化

　　　主要生成系列での内因性岩石の物理的性質変化の傾向

第4章エネルギー指標による地質系の研究

　　　地質エネルギー研究の概括

　　　エネルギー特性の測定法と解釈

　　　地質構造解析の具体例．広域変成作用生成体のエネルギー特性

　　　接触変成岩のエネルギー特性

　　　後マグマ作用生成体のエネルギー解析

第5章　天然熱物理学構造とその発達特性

　　　複合物質の熱物理学的特性に関するデータの概括

　　　内因性起源地質体の熱物理学的要素

　　　熱物理学的要素と構成の実験研究．2・3の地質体モデルの熱交換構造

　　　多孔質濾過系の加熱条件

　　　岩石の物質再編と物理的改編に対する熱勾配条件の影響

　　　加熱による岩石孔隙率の変化

　　　水溶液と岩石物質の熱による易動性

第6章　岩石の物理的，エネルギー的，熱力学的特性の総合解析と地質学への応用

　　　内因性地質過程の熱バランス

　　　内因性地質過程の持続時間の評価

　　　交代作用帯における熱力学的流体良導体の形成

　　　複合地質体の総合的熱物理解析例

　　　岩石の比熱容と交代作用過程における岩石の活性

第7章新岩石物理資料処理法と地質媒体中での熱量交換過程のモデル化

　　　岩石物理資料表現法．数字による岩石物理マトリックス

　　　物理学的指標による地質体の類型化

　　　地質体と地質作用のモデルによる熱量移動の研究

まとめ

　7）　ソ連地質省編（1973）：「皿eTa朋oreHHH　H　HoBa且Mo6a茄Ha∬TeKToHHKa（メタPジェニーと

新グ冒一バル構造論）」，レニングラード，157P．，27x18cm（露文）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　目　　次

A．A．KOB朋eB：新グローバル地質構造論とメタロジェニー　　　　　　　　　　　　　　P・4－10

H，H，KponOTKKH：流動論の現状　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　P・10
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